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ママとキッチンでの合言

葉 まみむめも それは

ベッドインへの合図 
 

 

 

ママは料理が得意だ。 

 

ハンバーグ定食、カレーライス。 

 

昔に料亭やレストランで働いていたママ。 

現在も飲食店を掛け持ちして、絵画のプロを目指す俺のため

に頑張って働いてくれている。 

 

 

今日のメニューはおでんだった。 
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寒さが極まってきた二月半ば。 

一晩に込んだおでんで一緒に温まろうという感じ。 

 

 

 

ダイニングキッチンのテーブルでおでんを食べ、楽しい食事

のひとときを過ごす。幸せなひと時。 

 

 

 

 

 

 

 

食事が終わりお皿を片付けた後、俺はママにこう言った。 
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「まみむめも・・・・・・」 

 

 

「ナリハル・・・・」 

 

 

ママは嬉しそうに微笑む。 

 

 

そして腕まくりをして腰に両手を当てた。 
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「ママは最近、トレーニング施設に通っているのよ」 

 

 

「どこの？」 

 

 

ママは俺にお腹を見せた。 

 

ママの程よくついた腹筋を見ながら俺は言った。視点が自然

とママのワンピースエプロンの下、太ももに伸びる。 

 

 

「コミュニティ会館のよ」 

 

 

個人会社経営のジムは料金も高めそして若年層が多いとい

うことで、主婦なども気軽に利用できる図書館や会議所など

で利用される市営の会館の中のジムにママは通っているら
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しい。 

 

 

ママは嬉しそうに微笑んだ。 

 

 

「友達の奥さんと競い合いっこしているのよ」 

 

 

互いに太ももに肉がついてきて嬉しいらしい。 

ハムストリングというらしい。ついでに骨盤底筋も鍛えられ

るとママは張り切っている。 

 

 

・・・・・そんなたくましく体が鍛えられたママと 
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営めるのは嬉しい限りなのだ。 

 

 

 

 

夜の営み。 

 

 

 

 

（体験版は以上になります。ご読了ありがとうございました） 


